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古記録を用いた京都の冬季気温と降水量の推定に関する研究
宏井宮
序　本論は第1編および第H編から成る。第1編は京都の古記録と御神渡
の記録を用いて11世紀以後の京都の冬季気温を推定したものであり、第
H編は古記録だけを用いて11世紀以後の京都の降水量を推定したもので
ある。
　いま地球温暖化が進行中といわれている。地球温暖化を抑制するため
には、二酸化炭素をはじめとする温室効果気体の削減が喫緊の課題とさ
れている。温室効果気体の影響予測については、各国で鋭意研究が進め
られているところであるが、気候シミュレーションモデルを組み立て、そのモデ
ルに人為起源の排出物の増加を入力し、その出力の変動量をもって予測
できたとされている。
　しかし、気候変動は自然変動と人為的変動が重なって生じるものであり、
近年の気候変動も例外ではない。したがって気候シミュレーションモデルに
よる気候変動予測も、気候変動を自然変動成分と人為変動成分に分け、
それぞれの変動を、それを引き起こす原因との関係において適切にシミュレ
ートするモデルを作ることから始められるべきである。そこで本論は、気候の
自然変動を適切にシミュレートするモデル作りに資するため、気候の自然変
動について研究することにし、気候の自然変動は人為的影響を受ける前の
気候変動、すなわち古気候の変動に他ならないと考えて、これを古記録等
により推定することにした。
　古記録は日々の天候記録の宝庫である。また、御神渡の記録も長期間
にわたる諏訪湖凍結期日のかけがえのない記録である。御神渡の記録は
諏訪湖凍結と結びついた諏訪大社の神事の記録であるから客観的な記録
と考えられるが、古記録の天候記録は記録者の主観的な観察記録である
から、寒暖の程度や降水量についての尺度は一定していない。このような記
録から客観的な観測値に近い水文データをどのようにして得るかということ
は、本論の重要な研究課題の一つである。これについては本論では、古記
録の天候記録をそのまま書き写して水文データとする従来の古記録利用
法とは一線を画する方法を提案する。
　本論で古気候推定の対象とした地点は京都一地点に過ぎないが、推定
結果を他の研究結果と比較、検証する過程において、京都の水文量が広
大な時空間を隔てたヨーロッパの水文量と密接な関係を有していることを見
出した。このことにより本論は、大スケールの気候系の構造について理解を
深めることにも貢献できたと考えている。
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